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肉畜および食卵、食鶏市況月報 
 

（大阪市食肉卸売市場） 

 ７月の牛の枝肉は、６月とあまり変化なしに移行

した。 

 月中をみると前半に対し、後半はぬき、めす、お

すとともにやや下落した。 

 昨年同様の取引き平均価格

を比較すると、めすで㎏当り

昨年 403 円であったものが、

今月は 355と 48円安となって

おり、ぬきについても 19 円、

おすについても38円となって

いる。 

 豚は依然高騰を続け、前月

比で 15 円高、前年比では 114

円高と高相場をみせた。 

 

（大阪中央卸売市場） 

 ７月鶏卵は暑さにより、入荷量も平年並みに減少

した。すなわち、前年比の92％、前年同月比では114％

を示したが、岡山県は 123％で香川、愛媛の四国と並

んで高い増加率を示した。 

 相場は猛暑による需要低下が大きく響き、なお香

港輸出も、中共卵の多量放出で価格差が大きく、期

待はずれとなり、低く経過したが、東京高に支えら

れて、かろうじて 170台を持続した。 

 

 

 

 

 


